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来
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来
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よ
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句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ

り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
）・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
毎
月
１
日
ま
で
に
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
合
せ　

〒
７
９
３―

８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
役
所　

総
務
課
広
報
統
計
係

　

TEL
０
８
９
７―

５
６―

５
１
５
１
内
線
２
１
２
８

外国語指導助手
アビゲイル・リー・
　　　　　モーンさん

Hello, Saijo!　
　私の名前はAbigail Lee Mohn（アビゲイル・リ
ー・モーン）です。アビーと呼んでください。アメリ
カのジョージア州出身です。
　平成17年の７月末に日本に来て、もうすぐ半年にな

ります。今、丹原に住んでいて、ここがとても気に入りました。みんなが温かく歓迎してく
れるし、いつも手伝ってくれます。まちの人に色々とお世話になり、本当に感謝していま
す。
　現在は、丹原西中学校の専属外国語指導助手（ＡＬＴ）です。そのほかに、田野小学校、
中川小学校、田滝小学校、徳田小学校でも英語を教えています。しかし、今年の２月から丹
原東中学校と丹原小学校にかわる予定です。
　中学校と小学校で教えることはとても楽しいです。日本で仕事する機会に恵まれて、あり
がたいと思っています。英語の授業を一緒に楽しみましょう！　See you!

＜訳：アイリ－ン・リン＞
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海
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て
る
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新
名
小
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光
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節
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を
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